
車山山頂 SKY TERRACE
（スカイテラス）

　2020 年 12 月にオープンしたスカイ
テラスは、八ヶ岳、富士山、南アルプス
が一望できる南斜面から突き出すように
設置されており、先端に立てば空に浮か
ぶような感覚が味わえます。条件が整え
ば雲海も眺めることができます。
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令和3年度
当初予算を可決
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一般会計予算額は２７４億円
　３月定例会において、予算に関わるものは、令和３年度一般会計と各特別会計、各地方公営企業会計の
予算案及び令和２年度一般会計補正予算案を審議しました。新型コロナウイルス感染症から、くらしと経
済を守るとともに、ポストコロナ時代の新たなまちづくりに取り組み、未来に向かうための「くらしを守
り、明日へ繋ぐ予算」であると説明を受けました。慎重に審議し、定例会最終日 19日の本会議において
委員会と同様、原案のとおり可決成立しました。
　２～３ページでは、令和３年度一般会計予算の概要について紹介します。

八ヶ岳の豊かな自然と人が調和する環境先進都市づく
りと安心な市民生活の確保　【環境・市民生活】

○ 第 2合葬式墓地の整備と販売開始  （144万円）

○ 諏訪南行政事務組合（ごみ処理事業特別会計）への
負担  （3億 1423万円）

○ 森林環境譲与税を活用した森林整備の推進
  （2015万円）

お互いに支えあい、その人らしく暮らせるまちづくり
【保健・医療・福祉】

○ 生活就労支援センター（まいさぽ茅野市）の専門性
を有した職員による相談体制の充実  （1228万円）
○ 新型コロナウイルスワクチン接種の実施
  （2億 7992万円）

○ 産後ケア宿泊型対象者の拡充  （252万円）

生涯を通じて学び続け、未来を切り拓く、
心豊かなひと育ち　【子育て・教育・文化】

○ 湖東小学校スクールバスの増便
  （1159万円）

○ 小中学校の施設整備
宮川小校内放送設備取替・玉川小東部中校
内電話更新・玉川小金沢小泉野小防水改修
工事  （1億 296万円）

○ 小中学校 ICT教育の推進
ICT 支援員 GIGA スクールサポーターの
増員と ICT サポートセンターを設置し教
育の情報化に向けた更なる体制整備
  （1億 6612万円）

○ 永明小中学校の建設
永明小学校と中学校を施設一体型として整
備  （12億 7671万円）

○ 尖石史跡公園の整備と追加指定地の公有地
化　  （6376万円）

「住んでよし、訪れてよし、働いてよし」
活力と活気あふれるまちづくり　【産業経済】

○ 中小企業者等応援金による事業継続支援
  （1億円）

○ サプライチェーン構築・開拓等への支援
  （100万円）

対前年比7.6％増
19億4千万円の増

主な注目事業
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豊かな自然と共生した安心・快適なまちづくり　
【都市基盤】

○ 地域内公共交通の利用促進  （8651万円）

○永明小中学校周辺整備  （5億 1630万円）

○ 白樺湖地区街なみ環境整備  （1億 576万円）

○ サンコーポラス旭ヶ丘の改修  （5480万円）

やさしさと活力あるまちづくりを支える持続可能
な行政経営　【行政経営】

○ 電子入札システムの導入 （77万円）

○ 行財政改革の推進 （48万円）

○ 庁内業務のデジタル化の推進 （111万円）

交流人口・関係人口増加対策　【地域創生】

○ 未来都市茅野の推進 （147万円）

○ 若者に選ばれるまちの推進 （1075万円）

○ 移住・定住の促進 （1100万円）

○  IT 関連企業誘致の推進 （100万円）

○ ワーケーション・オフサイトミーティングの推
進（地方創生推進交付金事業） （300万円）

民生費
83億2937万円
（30.4%）

総務費
43億8812万円
（16.0%）教育費

35億3982万円
（12.9%）

土木費
31億6736万円
（11.6%）

公債費
26億7055万円
（9.7%）

衛生費
20億7582万円
（7.6%）

商工費
16億
6161万円
（6.1%）

議会費1億7683万円
（0.6%） 労働費

8906万円（0.3%）
その他
5827万円（0.3%）

金額は表示単位未満を四捨五入しているため、
合計が合わないことがあります。

消防費7億9183万円
（2.9%）

農林水産業費4億5137万円
（1.6%）

その他
15億
7161万円
（5.7%）

繰越金
5億円（1.8%）

県支出金
12億7437万円
（4.6%）

繰入金4億5286万円（1.7%）

地方消費税交付金
13億6500万円
（5.0%）

諸収入
15億6115万円
（5.7%）

国庫支出金
32億301万円
（11.7%）

市債
36億1200万円
（13.2%）

地方交付税
58億1000万円
（21.2%）

市税
80億5000万円
（29.4%）

歳出
274億円

歳入
274億円

詳細は

令和３年度　一般会計当初予算

わかりやすい予算説明書　茅野市 検 索

その他の令和 3 年度予算
会計名 予算額

国民健康保険特別会計 55 億 3251万円

後期高齢者医療特別会計 8 億 2036万円

国民健康保険診療所特別会計 2 億 5288万円

水道事業会計 26 億  235 万円

下水道事業会計 36 億 8468万円
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条
例
の
提
案
を
し
た
。」

議
案
第
８
号

茅
野
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
職
員
の
定
数
を
改
め
る
た

め
の
も
の
。

問
「
今
の
条
例
で
は
、
市
長
部
局
、
議
会

事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、

監
査
事
務
局
、
公
平
委
員
会
事
務
局
、
農
業

委
員
会
事
務
局
、
教
育
委
員
会
と
公
営
企
業

に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
改
正
案
で
は
、
市

長
の
事
務
部
局
等
と
公
営
企
業
の
二
つ
に
な

っ
て
い
る
。
一
本
化
す
る
目
的
は
何
か
。」

答
「
公
平
委
員
会
や
監
査
事
務
局
・
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
な
ど
が
、
兼
務
の

形
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
本
来
の
職

員
数
の
把
握
が
難
し
い
形
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
３
月
に
な
ら
な
い
と
人
事
異
動
が
固
ま

ら
ず
、
人
数
の
変
更
の
条
例
を
提
案
す
る
時

間
的
な
問
題
も
あ
り
、
以
前
に
は
議
会
に
諮

れ
ず
、
専
決
で
変
更
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

表
記
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
決
ま
っ
た
も
の

は
な
く
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
今
回

提
案
を
し
た
。」

可
決

総
務
環
境
委
員
会委

員
長　

望
月　
克
治

議
案
第
７
号

茅
野
市
永
明
寺
山
公
園
墓
地

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
管
理
棟
の
廃
止
に
伴
い
管

理
棟
に
関
す
る
規
定
を
削
る
た
め
の
も
の
。

問
「
管
理
棟
の
撤
去
が
終
わ
り
、
駐
車
場

と
な
っ
た
現
段
階
で
の
条
例
改
正
に
な

る
が
、
時
期
的
に
は
適
正
な
の
か
。」

答
「
今
回
は
公
園
墓
地
の
一
体
的
整
備
で

進
め
て
お
り
、
第
２
合
葬
式
墓
地
の
増

設
工
事
が
２
月
末
に
完
了
し
た
の
で
、
今
回

の
議
案
提
出
に
な
る
。
こ
の
間
、
増
設
す
る

合
葬
式
墓
地
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
、
使
用

料
等
審
査
委
員
会
で
検
討
し
、
現
行
の
合
葬

式
墓
地
と
同
額
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

使
用
料
に
つ
い
て
は
条
例
改
正
の
必
要
が
な

か
っ
た
の
で
、
第
２
合
葬
式
墓
地
工
事
の
完

了
を
も
っ
て
管
理
棟
の
撤
去
に
つ
い
て
、
本

可
決

問
「
茅
野
市
を
強
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
で
、
正

規
職
員
が
多
い
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

職
員
数
を
一
定
規
模
確
保
す
る
と
い
う
考
え

は
あ
る
か
。」

答
「
諏
訪
広
域
連
合
へ
の
消
防
職
員
の
移

管
を
反
映
し
た
も
の
で
、
職
員
数
を
減

ら
す
提
案
で
は
な
い
。
市
の
財
政
運
営
を
考

え
る
と
、
人
件
費
の
占
め
る
割
合
は
高
く
、

上
限
を
決
め
て
そ
の
中
で
運
営
し
て
い
く
。

極
端
な
人
員
減
を
考
え
て
は
い
な
い
。」

議
案
第
９
号

茅
野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育

長
の
給
料
を
減
額
す
る
た
め
の
も
の
。

問
「
手
続
上
、
適
正
に
法
令
を
遵
守
し
て

い
る
の
か
。
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に

は
臨
時
的
、
期
限
付
な
の
で
諮
問
の
必
要
は

な
く
、
県
で
も
同
様
の
対
応
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
そ
の
根
拠
は
。」

答
「
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
は
、
昭
和
39

年
の
自
治
事
務
次
官
通
知
を
受
け
て
、

地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の
４
の
規
定
に
よ

り
設
置
し
た
。
通
知
に
よ
る
設
置
で
あ
り
、

可
決

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

　
茅
野
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２

月
24
日
（
水
）
か
ら
３
月
19
日
（
金
）

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
や
条
例
な
ど
23
議
案
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、

可
決
、
承
認
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
１
件
を
審
議
し
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
委
員
会
提
出
の
意
見

書
案
な
ど
の
議
案
２
件
を
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
意
見

書
案
は
国
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、

８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
３
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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委員会審査・本会議討論

と
い
う
こ
と
か
。」

答
「
あ
る
日
突
然
施
設
を
閉
鎖
し
ま
す
と

い
う
事
態
が
一
番
い
け
な
い
と
考
え
る
。

そ
う
し
た
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
議
論
を

す
る
余
裕
が
あ
る
う
ち
に
議
論
を
始
め
た
い

の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。」

問
「
来
年
度
か
ら
財
政
に
つ
い
て
行
革
の

方
々
と
や
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

市
民
を
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。」

答
「
市
民
会
議
的
な
も
の
を
つ
く
っ
て
議

論
を
し
て
、
大
き
な
方
向
性
を
出
し
て

い
き
た
い
。」

問
「
令
和
５
年
４
月
29
日
の
ご
自
身
の
任

期
の
中
で
難
局
を
乗
り
切
る
め
ど
を
つ

け
る
と
い
う
思
い
だ
と
受
け
止
め
て
い
い
の

か
。」

答
「
乗
り
切
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

方
向
性
を
定
め
た
い
と
い
う
こ
と
。
行

政
の
進
め
方
で
言
う
と
、
大
枠
の
計
画
を
し

っ
か
り
立
て
る
中
で
、
公
共
施
設
で
言
え
ば
、

本
当
に
そ
の
施
設
が
必
要
な
の
か
を
き
ち
ん

と
議
論
す
る
中
で
決
め
て
い
く
。
施
設
の
利

用
料
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
行
事
や
補
助

金
な
ど
も
、
公
共
施
設
と
同
様
に
、
財
布
の

中
身
を
考
え
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
腹
を

割
っ
た
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
既
に
、
縄

文
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

中
止
を
決
定
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
金

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
に
出
向
い
て
、

運
協
の
会
長
さ
ん
た
ち
に
直
接
、
減
額
さ
せ

て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を

こ
の
先
一
つ
一
つ
丁
寧
に
や
っ
て
い
き
、
任

期
中
に
方
向
付
け
を
し
て
い
き
た
い
。」

経
済
建
設
委
員
会委

員
長　

松
山　
孝
志

議
案
第
３
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
玉
川
神
之
原
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
市

道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。
県
営
中
山
間
総

合
整
備
事
業
、縄
文
の
里
地
区
、神
之
原
広
田

工
区
の
完
了
に
伴
い
、
工
区
内
で
整
備
さ
れ

た
市
道
路
線
11
路
線
を
一
括
認
定
す
る
も
の
。

問
「
認
定
道
路
の
中
に
は
幅
員
４
メ
ー
ト

ル
未
満
の
路
線
が
２
本
あ
る
が
、
ど
う

い
う
解
釈
か
。」

答
「
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
設
け
ら
れ
た

道
路
が
認
定
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
現

況
は
砂
利
道
で
あ
る
。
こ
の
２
路
線
に
つ
い

て
は
、
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
部
分
は
あ

る
が
、
認
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。」 可

決

義
務
で
は
な
く
、
助
言
に
従
っ
た
形
に
な
る
。

市
で
は
、
様
々
な
文
献
を
参
考
に
し
て
、
任

意
の
設
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
総
務
省

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
よ
る
と
、

設
置
さ
れ
て
い
な
い
市
も
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
設
置
を
求
め
る
通
知
の
背
景
に
は
、
昭

和
39
年
当
時
、
特
別
職
の
報
酬
が
勝
手
に
増

額
さ
れ
、
世
論
か
ら
の
批
判
等
も
あ
り
、
公

正
化
を
期
す
た
め
第
三
者
の
意
見
を
聴
く
と

い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
給
料
を

減
額
す
る
場
合
に
は
、
審
議
会
の
意
見
を
聴

く
必
要
が
な
い
と
い
う
解
釈
が
参
考
文
献
で

確
認
で
き
た
の
で
、
審
議
会
に
諮
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
市
長
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
基
づ
か
な
い
自
主
返
納
は
で
き
ず
、

条
例
改
正
を
し
て
議
会
の
議
決
を
得
な
い
と
、

公
職
選
挙
法
第
１
７
９
条
第
２
項
の
寄
附
行

為
に
該
当
し
、
第
１
９
９
条
の
２
に
抵
触
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
回
条
例
改
正
を
提

案
し
た
。」

問
「
減
額
時
は
審
議
会
に
か
け
る
必
要
は

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で
も
減
額

時
は
審
議
会
に
か
け
て
い
な
い
と
い
う
理
解

で
い
い
の
か
。」

答
「
給
料
の
額
自
体
が
適
正
か
ど
う
か
の

検
討
を
要
す
る
時
に
は
、
審
議
会
に
諮

る
こ
と
に
な
る
。」

問
「
行
政
改
革
を
行
う
決
意
の
た
め
と
い

う
こ
と
だ
が
、
４
年
の
任
期
を
終
え
る

段
階
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。」

答
「
就
任
し
て
市
の
財
政
状
況
を
見
る
と
、

少
し
余
裕
が
あ
る
か
と
思
っ
て
い
た
の

だ
が
、
帳
面
上
で
は
な
く
、
今
後
の
展
開
を

見
た
時
に
、
厳
し
い
状
況
が
見
え
て
き
た
。

就
任
し
た
時
点
で
、
諏
訪
南
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
や
永
明
小
中
学
校
の
建
替
え
、
茅
野

駅
西
口
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
始
ま
っ
て
お
り
、

引
き
継
い
で
い
く
。
今
後
も
小
学
校
の
建
替

え
や
改
修
な
ど
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
動
公
園
を
見
て
も
、

試
算
で
は
10
億
円
を
超
え
る
。
市
民
館
に
つ

い
て
も
設
備
機
器
や
本
体
改
修
な
ど
10
億
円

と
試
算
さ
れ
る
。
図
書
館
や
中
央
公
民
館
を

は
じ
め
、
手
を
入
れ
る
公
共
施
設
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
陸
上
競
技
場
だ
け
見
て
も
、
な
く

す
と
い
う
話
で
は
な
く
、
第
３
種
公
認
を
し

ば
ら
く
と
れ
な
い
状
況
だ
と
い
う
話
で
も
あ

れ
だ
け
に
な
る
。
こ
の
先
10
年
で
そ
う
し
た

こ
と
が
一
気
に
来
る
中
で
、
公
共
施
設
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を

共
有
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
な
っ
て

考
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。」

問
「
み
ん
な
で
一
緒
に
市
の
こ
と
を
考
え

る
雰
囲
気
づ
く
り
の
呼
び
か
け
の
覚
悟
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問
「
先
行
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
２
級
８

号
線
は
、
農
協
か
ら
西
側
に
延
び
る
舗

装
道
路
４
ブ
ロ
ッ
ク
３
９
３
３
号
線
と
つ
な

が
る
が
、
２
級
８
号
線
か
ら
の
雨
水
を
き
ち

ん
と
処
理
で
き
る
か
。」

答
「
２
つ
の
道
路
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

２
級
８
号
線
は
片
勾
配
で
外
カ
ー
ブ
、

縦
断
勾
配
は
約
４
％
で
あ
る
。
４
ブ
ロ
ッ
ク

３
９
３
３
号
線
の
勾
配
は
平
ら
で
あ
り
、
雨

水
は
適
切
に
処
理
で
き
る
。」

議
案
第
11
号

茅
野
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
諏
訪
湖
流
域
関
連
茅
野
市
可
決

公
共
下
水
道
全
体
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

問
「
下
水
道
の
計
画
処
理
人
口
が
５
６
，２

０
０
人
か
ら
４
７
，９
０
０
人
に
減
る

こ
と
に
な
る
が
、
説
明
を
。」

答
「
茅
野
市
公
共
下
水
道
全
体
計
画
の
上

位
計
画
で
あ
る
天
竜
川
流
域
別
下
水
道

整
備
総
合
計
画
の
資
料
に
よ
る
と
、
令
和
17

年
に
茅
野
市
の
計
画
人
口
は
４
７
，９
０
０

人
と
い
う
推
計
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。」

問
「
計
画
処
理
面
積
が
広
く
な
っ
て
い
る

理
由
は
。」

答
「
改
正
で
は
、
２
，５
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
３
，２
５
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
え

る
が
、
蓼
科
と
白
樺
湖
の
計
画
面
積
や
特
別

使
用
許
可
な
ど
を
含
め
た
最
新
の
数
値
で
あ

る
。」

陳
情
２

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給

悪
化
の
改
善
と
米
価
下
落
の

歯
止
め
策
を
求
め
る
陳
情
書

　
不
採
択
の
討
論　

　
「
意
見
書
を
政
府
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

を
陳
情
す
る
も
の
で
あ
り
、
陳
情
事
項
と
意

見
書
案
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
の

不
採
択

内
容
を
そ
の
ま
ま
意
見
書
と
し
て
関
係
機
関

に
上
げ
る
こ
と
に
は
賛
成
し
か
ね
る
の
で
不

採
択
。」

　
採
択
の
討
論　

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
が
急
落
を
し
て
い
る

現
状
の
救
済
方
法
と
し
て
、一
つ
は
、余
っ
て

い
る
米
を
何
ら
か
の
形
で
買
い
上
げ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
政
府
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
米
余
り
の
現
状
と
し
て
、

外
国
か
ら
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
が
米
余

り
の
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
一
定

の
手
を
打
っ
て
、
輸
入
米
を
減
ら
す
。
緊
急

避
難
的
な
対
応
を
す
べ
き
で
あ
り
採
択
。」

福
祉
教
育
委
員
会委

員
長　

吉
田　
基
之

議
案
第
10
号

茅
野
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の

医
師
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
国
民
健
康
保
険
診

療
所
の
医
師
の
給
与
等
を
定
め
る
た
め
の
も

の
。問

「
65
歳
で
定
年
に
な
り
、
そ
の
後
の
５

年
間
は
、
再
任
用
職
員
で
70
歳
に
て
雇

い
止
め
。
医
師
の
資
格
を
持
っ
て
地
域
医
療

可
決

を
支
え
て
く
れ
る
方
が
70
歳
で
終
了
と
い
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
そ
の
後
、
本
人
が

望
め
ば
再
任
用
は
あ
る
の
か
。」

答
「
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
医
師
の
方
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
て
、
北
山

診
療
所
で
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
。
そ
の
た

め
の
条
例
整
備
。
70
歳
以
後
は
、
任
意
で
時

短
勤
務
で
お
願
い
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は

あ
る
。」

問
「
附
則
の
第
２
項
で
、
茅
野
市
職
員
の

定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で
、

定
年
65
歳
と
付
け
加
え
る
と
あ
る
が
、
条
例

の
改
正
は
、
専
決
処
分
で
や
っ
た
の
か
。」

答
「
今
回
は
給
与
等
に
関
す
る
条
例
と
い

う
こ
と
で
、
ま
ず
は
こ
の
条
例
制
定
が

一
つ
。
そ
し
て
、
附
則
の
中
で
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
提
案
す
る
と
い
う

も
の
。
第
３
条
に
た
だ
し
書
と
し
て
、
医
師

の
場
合
に
は
65
年
と
い
う
年
齢
を
付
け
加
え

る
も
の
。」

本
会
議
に
お
け
る
討
論

陳
情
２

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給

悪
化
の
改
善
と
米
価
下
落
の

歯
止
め
策
を
求
め
る
陳
情
書

不
採
択

現地視察の様子
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採
択
討
論　

　
「
こ
の
陳
情
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
農
業
者
の

窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
農
業
者
は
国
の
猫
の

目
施
策
に
よ
り
翻
弄
さ
れ
疲
弊
し
て
い
る
上

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
証
が
今
回
の
持
続

化
給
付
金
の
扱
い
で
あ
る
。
農
業
者
の
場
合

は
前
年
同
月
比
で
な
く
１
年
を
12
で
割
っ
た

額
を
算
定
値
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
持

続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と

か
ら
推
し
は
か
っ
て
も
農
業
者
の
窮
状
は
明

ら
か
で
、
今
回
の
陳
情
に
は
何
の
異
論
を
挟

む
余
地
が
な
い
と
考
え
賛
成
。」

議
案
第
９
号

茅
野
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
反
対
討
論　

　
「
本
条
例
案
は
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
で
規
定
す
る
『
市
長
は
、
議
員
報
酬
の

額
並
び
に
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給

料
の
額
に
関
す
る
条
例
を
議
会
に
提
出
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
審
議
会
の

意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。』
と
い
う
事
前

審
議
を
経
て
お
ら
ず
、
法
令
遵
守
と
は
言
い

難
く
反
対
す
る
。
た
だ
し
、
減
額
特
例
条
例

提
出
に
よ
る
減
額
や
懲
罰
的
減
額
の
意
味
で

可
決

の
条
例
改
正
で
あ
る
場
合
に
は
、
諮
問
は
必

要
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
本
件
は
い
ず
れ

で
も
な
い
。」

　
「
夕
張
市
の
件
を
契
機
に
『
地
方
公
共
団

体
財
政
健
全
化
法
』
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
、
健
全
化

判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
と
も
、
茅
野
市

の
現
財
政
は
健
全
で
あ
り
、
黄
色
信
号
が
点

灯
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
茅
野
市
の
明
日
の
創
生
に
は
、
ま

ず
職
員
の
発
想
力
や
や
る
気
が
必
要
だ
。
気

持
ち
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
期
待

す
る
力
は
発
揮
さ
れ
な
い
。
そ
れ
と
、
夢
の

持
て
な
い
市
で
は
市
民
は
去
り
行
く
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ず
、
本
議
案
に
反
対
。」

　
賛
成
討
論　

　
「
本
議
案
を
審
議
す
る
に
当
た
り
、
３
月

３
日
の
議
案
質
疑
及
び
３
月
15
日
の
総
務
環

境
委
員
会
に
お
け
る
多
く
の
質
問
に
よ
り
、

今
井
市
長
の
『
茅
野
市
の
将
来
』
を
見
据
え

た
強
い
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、

改
正
手
続
に
つ
い
て
も
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
議
案
に
つ
い
て
、

反
対
す
べ
き
要
素
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
賛
成
。」

議
案
第
13
号

令
和
３
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
反
対
討
論　

　
「
市
長
が
『
身
の
丈
を
越
え
て
い
る
予
算

案
で
あ
る
。』
と
言
っ
て
い
る
。
中
長
期
的

に
見
て
収
支
均
衡
予
算
に
す
べ
き
。
収
入
が

増
え
な
い
中
で
は
支
出
を
抑
え
る
べ
き
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
大
き
く
膨
ら
ん
だ
永
明
小

中
建
設
費
用
は
精
査
す
べ
き
で
、
白
樺
湖
畔

の
公
園
建
設
で
は
維
持
管
理
費
が
見
積
も
ら

れ
て
い
な
い
。
維
持
管
理
費
を
含
め
設
計
す

べ
き
で
あ
る
。
利
用
者
数
が
数
％
し
か
な
い

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
や
印
鑑
証
明
交
付
の

経
費
が
１
枚
４
千
円
に
も
な
る
。
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
廃
止
を
検
討
す
べ
き
。
以
上

の
こ
と
か
ら
反
対
。」

　
賛
成
討
論　

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ

る
暮
ら
し
・
経
済
対
策
の
ほ
か
永
明
小
中
学

校
の
建
設
と
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど
重
要
課

題
を
盛
り
込
ん
だ
市
民
の
思
い
が
十
分
に
反

映
さ
れ
た
希
望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
予
算
で
あ
る
。
永
明
小
中
学
校
の
敷
地
に

つ
い
て
も
駅
か
ら
近
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
保
育
園
な
ど
市
の
重
要
施
設
も
隣

接
し
、
今
取
得
し
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
は
賃

借
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し

可
決

ま
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
市
民
の
た
め
の
積

極
的
な
予
算
と
評
価
し
賛
成
。」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

増
額
を
求
め
る
意
見
書
」

　
経
済
建
設
委
員
会
提
出
の
意
見
書
１
件
を

可
決
し
、
市
議
会
の
意
思
と
し
て
、
国
会
や

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
地

方
公
共
団
体
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
国
の

交
付
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）
を
活
用
し
な
が

ら
、
感
染
拡
大
の
防
止
、
医
療
体
制
の
確
保
、

経
済
活
動
の
維
持
な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
交
付
金
額
で

は
十
分
な
対
策
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

経
済
活
動
の
回
復
や
感
染
対
策
な
ど
地
域
の

実
情
を
考
慮
し
た
増
額
措
置
と
、
対
策
に
必

要
な
額
が
措
置
さ
れ
る
よ
う
制
度
設
計
を
要

望
す
る
も
の
。

可
決

委員会審査・本会議討論

委
員
会
提
案
に
よ
る

意
見
書
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３月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧及び報告
付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算
○…賛成　　●…反対　　　　　※議長は採決には加わりません。

番　
　
号

件　　名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

両
角
　
実
晃

木
村
か
ほ
り

吉
田
　
基
之

竹
内
　
　
巧

伊
藤
　
正
博

机
　
　
博
文

東
城
　
　
源

木
村
　
明
美

小
尾
　
一
郎

矢
島
　
正
恒

松
山
　
孝
志

長
田
　
近
夫

伊
藤
　
正
陽

伊
藤
　
玲
子

樋
口
　
敏
之

望
月
　
克
治

伊
藤
　
　
勝

市　
　
長　
　
提　
　
出　
　
議　
　
案

1 令和２年度茅野市一般会計補正予算（第９号）の専
決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 令和２年度茅野市一般会計補正予算（第 10号）の
専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 茅野市固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求
めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 市道路線の認定について（玉川神之原地籍） 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 市道路線の廃止について（玉川神之原地籍） 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 市道路線の廃止について（宮川丸山地籍） 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 茅野市永明寺山公園墓地条例の一部を改正する条例
について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 茅野市職員定数条例の一部を改正する条例について 総 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 茅野市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について 総 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 茅野市国民健康保険診療所の医師の給与等に関する条例について 福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 茅野市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 経 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 令和２年度茅野市一般会計補正予算（第 11号）について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 令和３年度茅野市一般会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ●

14 令和３年度茅野市国民健康保険特別会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 令和３年度茅野市後期高齢者医療特別会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 令和３年度茅野市国民健康保険診療所特別会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 令和３年度茅野市水道事業会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 令和３年度茅野市下水道事業会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 令和３年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 令和３年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 令和３年度茅野市泉野大日影財産区特別会計予算について 予 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 茅野市国民健康保険条例及び茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 福 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　
情

1 「単独親権から共同親権へ」民法改正を求める陳情 議場
配布

2 新型コロナ禍による米の需給悪化の改善と米価下落
の歯止め策を求める陳情書 経 不採択 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○

委
員
会
提
出
議
案

1 茅野市議会会議規則の一部を改正する規則について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 意見書案の提出について（新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金の増額を求める） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報
告 1 専決処分の報告について

議決日は、3月 19日の議会最終日（但し、議案第 1、2、6号は、2月 24日の開会日に即決）
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３月定例会一般質問通告一覧
件　　　名 要　　　旨

樋
口
敏
之

1 コロナ禍におけるこれからの市民生活
への取組について

（1）コロナ禍における活動・行動について
（2）経済回復の手法について

伊
藤
玲
子

2
コロナ禍から収束に向けて、市民を守
るための市のお考えや対策の現況を伺
う

（1）市内の感染状況の認識と今後の対策について
（2）福祉施設でのクラスターや医療崩壊を防ぐための取組について
（3）コロナ禍により生活困窮者となった方々への支援について
（4）新型コロナワクチン接種準備の現況について

3 加齢性難聴者への支援策について

（1）加齢性難聴が認知症の重要な危険因子との認識はいかがか
（2）特定健診に聴覚検査項目を加えることについて
（3）加齢性難聴者への相談や認定補聴器技能者による相談体制づくりに

ついて
（4）加齢性難聴者の社会参加や認知症、うつ予防等の観点から、補聴器

購入助成を中難度の難聴者にも行うことについて

矢
島
正
恒

4 コロナ禍における新年度予算の目指す
まちづくりについて

（1）新年度予算における茅野市の目指すまちづくりと重点事業について
（2）茅野市の健全財政の維持と計画行政の推進について

5 小中学校における ICT 教育の推進に
ついて

（1）小中学校における ICT教育の現状について
（2）1人 1台タブレット端末や通信ネットワーク環境の整備状況と今

後の活用について
（3）ICT 化に伴う教職員等の支援体制について

小
尾
一
郎

6 タブレット・スマホがもたらす学習へ
の効果と心身への影響について

（1）タブレット・スマホがもたらす学習への効果について
（2）タブレット・スマホがもたらす心身への影響について
（3）タブレット・スマホ活用上の現時点での課題とその対策について

木
村
明
美

7 新地域公共交通システムの実証運行の
途中経過と今後の取組について

（1）通学バス実証運行の課題と今後の取組について
（2）乗合オンデマンドタクシーの課題と今後の取組について
（3）検討委員の実証運行への関わりについて
（4）実証運行終了に向けた取組について

両
角
実
晃

8
茅野市運動公園国際スケートセンター
（NAO ice OVAL）の施設の充実と利
用者増加に向けての取組について

（1）NAO ice OVAL の利用者減少の課題について
（2）利用者増加に向けての取組について
（3）NAO ice OVAL の施設の老朽化を改善する取組について

9
学校の働き方改革を踏まえた部活動の
地域移行への考えを受け、市としての
対応について

（1）市としての今後の対応について

伊
藤
正
陽
10 茅野市への定住者を増やすための取組について

（1）茅野市を選ぶ若者のその理由は何か
（2）「若者がいなくなると生活サービスが縮小し生活が不便になる」こ

とについて
（3）茅野市の交流人口を増やす取組について
（4）若者が行政に求める施策は何か
（5）行政は市民に何をすべきか

竹
内
　
巧
11 公共施設におけるランニングコスト削減策について

（1）茅野市が有する公共施設にかかるランニングコストの現状と課題に
ついて

（2）永明小学校中学校建替えにおいて検討されているランニングコスト
削減策について

（3）エネルギー効率を高める仕組（コジェネ）による茅野駅周辺の公共
施設等を対象としたトータルランニングコストの削減について

松
山
孝
志
12 地方創生と茅野市スーパーシティ構想について

（1）第１次地域創生総合戦略として取り組んだ事業について
（2）第２次地域創生総合戦略で取り組む事業について
（3）地域創生を進める上で、より確固たるものを創り上げるために挑戦

を意図する茅野市スーパーシティ構想への取組について

　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけま
す。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会議録
の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う!
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件　　　名 要　　　旨

吉
田
基
之
13 コロナ禍での教育現場のデジタル化への対応と子どもへの影響について

（1）教育現場のデジタル化への対応状況について
（2）先生や親へのデジタル化の支援について
（3）中学校のスマホ持ち込みについて
（4）先生のマスク着用による子どもへの影響について
（5）昨年の休校による学習の遅れへの対応について
（6）生活困窮世帯の子どもへの学習支援について

伊
藤
正
博

14 コロナ禍の観光業・飲食業への経済支援策について

（1）観光業・飲食業・それに関わる業種の状況把握について
（2）相談窓口の態勢について
（3）持続可能な支援策について

15 人口減少に対応する施策について

（1）コロナ禍の移住者の状況について
（2）「移り住みたい、住み続けたいまち」をつくるための施策について
（3）コロナ禍で求められる新しい生活様式（ニューノーマル）への対応

について

机
　
博
文
16 茅野市消防団総合計画（仮）策定に向けての検討内容について

（1）総合計画（仮）の進捗状況について
（2）団員減少に伴う定員削減と部の再編成について
（3）団員の負担軽減と行政区の経費削減について
（4）団員報酬と分団・部の運営費について
（5）ポンプ操法大会のあり方について
（6）消防団サポート事業と協力事業所制度について
（7）今後の進め方（スケジュール）について

伊
藤
　
勝
17 農業振興の課題について

（1）支援センター設立時の柱として掲げた目標（集落営農、担い手育成
等）の総括は

（2）今後は JAとどのような関わり方をするのか
（3）人・農地プランの展開は
（4）農政審議会のあり方の検討状況は

木
村
か
ほ
り

18 コロナ禍でのこども支援、不登校支援について

（1）2020年のこどもや家庭の相談と支援の現状について
（2）不登校支援の体制について
（3）民間との連携の方法について
（4）地域のこどもの居場所について

19 茅野市における自然保育への考え方について
（1）茅野市の「やまほいく認定」への考え方について
（2）自然保育への取組の可能性について

東
城
　
源
20 投票所の見直しが投票率アップに繋がるのでは

（1）茅野市の投票率の推移は
（2）投票所再編の計画はあるか
（3）期日前投票所の増設は可能か

望
月
克
治
21 コロナ禍での生活相談と対応について

（1）「新型コロナウイルス感染症市民相談窓口」へはどのような相談が
寄せられていますか

（2）行政支援を受けるために、住民票を移した方の把握はしていますか
（3）コロナ禍に対応するための貸付制度がありますが、利用状況はどう

なっていますか
（4）コロナ禍で、生活困窮している方の支援は、生活保護も考えられま

すが、相談や受給状況に変化はありますか

令和 3年 3月定例会　陳情　議決結果

番号 表　題 趣　旨 提出者
採決結果

委員会 本会議

陳情 2

新型コロナ禍に
よる米の需給悪
化の改善と米価
下落の歯止め策
を求める陳情書

農業者の経営と地域経済を守るため、国に対
し、米の過剰在庫を政府が買入れ食糧支援に活
用し、今年産米の過大な生産調整を回避するこ
とと、国産米の需給状況に応じた輸入数量調整
を実施することの意見書提出を求めるもの。

諏訪農民センター 不採択 不採択

茅野市の課題を問う !

３月定例会一般質問通告一覧（つづき）



常任委員会の
　　一年間の活動報告

　市長提出議案 10件を審査し可決した。議案以
外では八ヶ岳観光協会より提起された「山岳環境
の維持・保全を求める陳情」を審査し採択、諏訪
農民センターより提起された「新型コロナ禍によ
る米の需給悪化の改善と米価下落の歯止め策を求
める陳情書」を審査し不採択、他に委員会として
国に求める「地方財政の充実・強化を求める意見
書」、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金の増額を求める意見書」を採択、本会議
に上程可決された。
　また、議会中以外での活動として新型コロナウ
イルス感染症に対応している各業界の状況を知る
ため茅野商工会議所や JA信州諏訪から聞き取り
調査を行ってきた。
　さらにこれ以外の活動として、下水道の寿命に

関し、丸山工業団地での現地調査も行ってきた。
併せて下水道維持について行政の整備状況に関す
る研修も行った。これら議会外での活動も含め、
会期中以外での研究・検討の時間確保が年間活動
での課題となった。

　積極的に住民の声を市政に活かすため、テーマ
を決めて研究を始めた。各委員が、問題意識を持
っていることを持ち寄り、その中から「ふるさと

納税」と「身近なミニソーラー」の二つのテーマ
について、研究をすることを決めた。各委員の研
究と意見交換を繰り返し、3月には市役所環境課
を招いて、「身近なミニソーラー」について担当
課と意見交換を行った。担当課から、「ガイドラ
インを設けて、事業者が地域住民に同意を得て進
めることを求めているが、問題も起きている。」
との説明を受けた。委員会からは、近隣住民への
説明会で、住民が心配すること、問題となること
が多いこと等をまとめて、あらかじめ区長に届け
ることで、説明会を受ける時の心構えや、住民の
要望をまとめるうえで、有効なのではないかとの
意見を伝えることができた。
　担当課では、さっそく左記のチラシを作製して
活用されることになった。

経済建設委員会

総務環境委員会

11　　ちの市議会だより
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常任委員会の一年間の活動報告▪

　10月 1～2日に宮川永明学童クラブを視察
した。ニーズの増加で教室も増え空調設備も設
置されコロナ禍での運営状況を確認。感染対策
に神経を費やしながら子どもたちの見守りをさ
れていた。子どもたちの放課後の居場所作りに
は課題が多いと感じた。さらに児童家庭支援セ
ンターつつじを視察。令和 2年 4月にベルビ
アに設置され、子育て相談や里親支援など民間
運営ではあるが市と連携体制で活動している状

況を確認した。児童
虐待が増え、半年間
で 900 件もの相談
が。市もさらなる連
携体制を検討中との
こと。
　2月 12 日地域福
祉課職員とコロナの
影響で生活困窮とな
ってしまった方々へ
の対策について意見交換。市役所内に設置され
た生活就労支援センターまいさぽの支援方法な
ど取組について説明を受けた。お困りの方はま
ずはご相談して欲しい。
　2月 19日茅野市教育委員とコロナ禍におけ
る学校教育について意見交換。昨年 1年間の
コロナへの市の対応について確認した。

福祉教育委員会

　議案説明や一般質問等の動画がホームページからご覧になれます。（質問日の一週間
後からご覧いただけます。）実際の質問の様子、市側の答弁について、ぜひご覧ください。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、会議録の閲覧もできます
のでご利用ください。3月定例会の会議録の閲覧は、
5月末頃から閲覧できるようになります。 茅野市議会 検 索

議場で行われる本会議　動画でご覧いただけます。


